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学校教育目標

・意欲を持ち 自主的に学習する生徒

・人と郷土を愛し 進んで奉仕する生徒

・健康で はつらつとした生徒

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。

新年の初めの集会あいさつでは 「一年の計は元旦にあり」という話をしました。この言葉の、

由来は諸説あるようですが、その一つは、中国の昔の学者「馮應京（ひょうおうきょう 」が書）

いた本にあると言われているようです。その中に、

「一日の計は晨（あした）にあり、一年の計は春にあり、一生の計は勤にあり、一家の計は身

にあり」とあるそうです。

晨（あした）というのは朝のことで 「春」は年の始めのことのようです。訳すと、、

一日の計画は朝に立てることが肝心。

一年の計画は年の初め（元日）に立てることが肝心。

一生の計画はきちんと仕事をすることで決まる。

一家の計画（将来）は主人の生き方で決まる。

となります。4行目は「生き方」と訳す人と「健康」と訳す人といるようです。

一般的には、この中の「一年の計は春（元旦）にあり」だけが広がったようです。何かを始め

ようと思うなら、早い方がいい、早いうちにしっかり計画を立てて進めることが肝心だというこ

とですね。平成２９年をどんな年にするのか、計画次第です。ご家庭で家族一人一人の計画を確

かめ合うこともいいことかも知れません。そして、計画を実行し、実り多い年にしてください。

薬物乱用防止教室

１２月５日（月）に、下野市警察署の植木さんをお招

きし、薬物乱用防止教室を開催しました。植木さんの話

で一番印象に残ったことは、薬物は一度手を染めるとな

かなか止めることができない恐ろしいものだということ

です。最近でも、マスコミで有名な歌手やスポーツ選手

が薬物乱用で逮捕されたことが報道されています。初め

は軽い気持ちで使用しても、その代償は計り知れないも

のがあります。肉体と精神がズタズタになるばかりか、

今まで苦労して手に入れてきたものを失うことにもなり

ます。そして、周囲の人たちにも多大な迷惑をかけてし （講話の様子）

まいます。

しかし、多くの人が、その恐ろしさを知っているにもかかわらず、未だに世の中から薬物が無

くなりません。それどころか、成分を変えて様々な薬物が世の中に出回っているようです。是非、

ご家庭でも薬物を話題に出して、お子さんが絶対手を出すことがないよう話し合ってみてくださ

い。よろしくお願いします。



自主公開授業研究会開催

１２月７日（水）に多くの先生方をお迎えして自主公

開授業を発表しました。中学校の先生ばかりでなく、高

校の先生や県外の先生にも参加していただき、実りのあ

る研修会となりました。

本校は、東京大学名誉教授・学習院大学教授の佐藤学

先生が推進している「学びの共同体」の理念の基、日々

の授業を展開しています 「学びの共同体」とは、生徒一。

人一人の学びを保障することを重視した学習形態と言え

ます。 （公開授業の様子）

今までの一斉授業という形態だけでは、生徒一人一人

の学びが保障されているかどうか明確ではないという側

面があります。極端なことを言えば、学習課題について

考えたり、発言をしたりしなくても１時間をやり過ごす

ことが可能です。

しかし 「学びの共同体」の理念の基行う、コの字型や、

グループを活用した授業ではそれができません。一人一

人が課題に真剣に向き合い、思考を深めなくてはいけま

せん。分からないことがあるときは、周りの友達に聞く

こともできます。そして、授業中はコミュニケーション （研修会の様子）

をとりながら互いに支え合うことになります。

写真上は、今回公開された理科（２年４組）の授業の様子です。授業は松永先生が担当しまし

た。生徒たちは、単元「電流の性質とその利用」の学習で、次の課題に取り組みました。

廊下や階段など、どのスイッチを使っても電気をＯＮとＯＦＦにできる回路（三叉回路）

の仕組みを考え、その回路を組む。

これは、ジャンプ課題というもので、応用的なものです。生徒たちは、グループ毎にこの課題

に協力して取り組みました。初めはなかなか解けず苦戦していましたが、先生のヒントを参考に

したことで、最後には、ほとんどのグループが解くことができました。参観していた先生方もチ

ャレンジしていましたが、生徒同様苦戦していたようです。皆さんも是非チャレンジしてみてく

ださい。答えを知りたいときは、２年生に確認してください。

下野市男女共同参画都市宣言記念式典

１２月１０日に本校の生徒会役員が、下野市男女共同

参画都市宣言記念式典に参加しました。男女共同参画都

市とは、お互いの人権を尊重し、ともに支え合いながら

生き生きと輝くまちづくりを宣言するものです。

式典では、宣言文を市内の４中学校の代表が分担して

群読したり、右の写真にもあるように下野市の歌を参加

者全員で合唱したりしました。その他、男女共同参画図

画コンクール入賞者表彰があり 本校３年の西松さんが （市歌を合唱している様子）、 、

優秀賞を獲得し表彰されました。



音楽の授業を参観して

校内を回っているとき、音楽の授業で２年生が 「赤とんぼ」を歌っているところで足が止ま、

りました。


